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1. はじめに 

 現在，高度交通システムの分野において車両

の目的地までの到着時間予測の精度向上に関す

る研究が進められている．到着時間予測を行う

アプリケーションでもっとも広まっているのは

カーナビの時間予測システムである．その他に

も時間予測システムはタクシーの配車やトラッ

クの物流サービスにおいて時間指定配送などの

要求に対応することが考えられる．しかし，既

存の到着時間予測システムは目的地までの距離

と速度を基に計算するかそこに渋滞などの情報

を取り入れたものである [1][2]．経路上にある

信号における待機時間は考慮されていないため，

信号待ちによる誤差の発生が考えられる． 

 本稿では自動車アドホックネットワーク

(VANET)を用いて得られた観測データを基に信号

のタイミングを算出し，そのデータを基に到着

時間の予測を行う手法について検討する． 

2. 既存の到着時間予測システム 

 現在，車両の到着時間を予測するシステムを

用いたアプリケーションとしてもっとも身近な

ものはカーナビである．現在普及しているカー

ナビは，その多くが図 1 のように予測時間を現

在地から目的地までの距離と車の速度を基に計

算している．なお，車の速度として用いられる

データはカーナビの種類によって異なるが，一

例をあげると利用者があらかじめ設定した速度

(一般道路は 40km/h，高速道路は 80km/h など)を

用いている [3]．また，最近はそれらの情報以

外に道路の混雑度を考慮して計算を行う機種も

出てきている [1][2]．その混雑度のデータは各

道路の状況をリアルタイムに更新しているデー

タベースから取得する．しかし，これらの手法

では信号における待機時間を考慮していないた

め，一般道路において信号の通過が多いルート

を走行する 

 
図 1 既存の到着時間予測 

を走行する場合に信号待ちによる到着時間の誤

差が生じる可能性がある．信号は赤信号の時間

が非常に長いものもあり，ルート上の全ての信

号の待ち時間が合計されるとその誤差は無視で

きないものとなる． 

3. 提案手法 

 本稿では，車両の走行ルート上にある信号で

の待ち時間を考慮した到着時間予測手法につい

て提案する．提案手法では，交差点を通過する

車両が信号についての観測データを VANET を用

いて共有することで，信号変化のタイミングな

どの信号データを取得する．なお，提案手法で

は道路は片側１車線で信号は赤→青→黄→赤…

の順に一定時間ごとに変化するものとする．信

号データに含まれるものは，信号の変化時刻，

青信号継続時間，信号全体の周期である．これ

らの信号データは基地局を通してデータベース

に保存される．車両が到着時間を予測する際に

はそのデータベースから必要な信号データを取

得し，到着時間を算出する．提案手法の流れは， 

(1) VANET を用いた信号データの算出 

(2) 信号データを基にした到着時間予測 

となっており，信号での待機時間を算出してか

ら到着時間を計算することにより到着時間予測

の精度向上が期待できる． 

3.1 信号データの算出 

 信号の変化を考慮した到着時間予測を行うた

めにまずそれぞれの交差点における信号データ

を算出する必要がある．そのために，提案手法

では交差点の周囲にいる車両が VANET を用いて
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図 2 信号における情報共有 

停車時刻や発車時刻などのデータを共有し，そ

のデータを基に信号データを算出する．まず，

両方の車線上の車両が交差点の前で停車してい

る状態，すなわち信号が変化する際の両方の車

線の信号が赤の状態を検出する．その時の状況

を図 2 に示す．検出の方法として，交差点で停

車したときに車両が自身の速度ベクトルを周囲

の車両に対してブロードキャストし，その情報

を受信した車両が判断する．次に，どちらかの

車線が青になりその車線にいる車両が動き出し

た時刻から両車線が赤だった時間を算出し自分

が動き出した時刻とともにブロードキャストす

る．そして，もう片方の車線の車両が動き出し

たときに先に青になった車線が青になっている

時間を計算し，基地局を通してデータベースに

保存する． 

3.2 信号を考慮した到着時間算出 

 車両が目的地までの到着時間を計算する際に

先ほど述べた方法によって得られた信号のデー

タを利用する．その様子を図 3 に示す．車両は，

データベースから取得した信号データと自分が

その信号に到達する時刻を基にその信号におけ

る待機時間を計算する．  

 
図 3 提案手法の時間予測 

4. 評価 

 提案手法の評価は交通流シミュレータ SUMO 

[4]を用いて行う．なお，今回は信号の考慮によ

る到着予想時間への影響を評価することが目的

なので通信によって取得する情報は全て得られ

ると仮定する．シミュレーションに用いるマッ

プは図 4 のようなグリッドモデルを使用する．

今後，この条件でシミュレーションを行い，提

案手法と既存手法における到着予想時間の誤差

を比較して提案手法の性能評価を行う． 

 
図 4 シミュレーションマップ 

5. おわりに 

 本稿では，車両が目的地までの到着予想時間

を計算する際に信号の変化を考慮してより精度

の高い到着時間予測を行う手法を提案した．提

案手法は従来の方法に加えて信号データを取得

することで信号での待機時間を考慮した到着時

間算出を行う．今後はシミュレーションを行い

提案手法と従来の手法の到着予測時間の誤差を

測定し，提案手法の性能を評価する予定である． 
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